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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月15日(2013.8.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　創傷部位を治療すべく減圧を用いる上皮再形成用医療材料において、
　前記創傷部位に近接配置される湿性の組織界面層であって、第１の面と、第２の組織対
向面とを具え、当該湿性の組織界面層を通して複数の孔が形成されており、水分バランス
を提供する湿性の組織界面層と、
　第１の面と第２の組織対向面とを具え、減圧を分配するマニホルド部材と、
　第１の面と第２の組織対向面とを具える密閉部材とを具え、
　前記マニホルド部材が前記密閉部材と前記湿性の組織界面層との間に配置されているこ
とを特徴とする上皮再形成用医療材料。
【請求項２】
　請求項１に記載の上皮再形成用医療材料において、
　前記複数の孔が、水分が増加していくと、開位置から制限位置へと移行し、
　前記制限位置では、前記複数の孔は液体を通すが気体の通過を制限することを特徴とす
る上皮再形成用医療材料。
【請求項３】
　請求項１に記載の上皮再形成用医療材料において、
　前記湿性の組織界面層が、ヒドロゲル層を含むことを特徴とする上皮再形成用医療材料
。
【請求項４】
　請求項１に記載の上皮再形成用医療材料において、
　前記湿性の組織界面層が、浸水コロイド層を含むことを特徴とする上皮再形成用医療材
料。
【請求項５】
　請求項１に記載の上皮再形成用医療材料において、
　前記湿性の組織界面層が、ヒドロゲル浸漬発泡体層を含むことを特徴とする上皮再形成
用医療材料。
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【請求項６】
　請求項１に記載の上皮再形成用医療材料において、
　さらに、第１の面と第２の組織対向面とを具える支持層を具え、当該支持層の第２の組
織対向面が、前記湿性の組織界面層の第１の面に近接配置されることを特徴とする上皮再
形成用医療材料。
【請求項７】
　請求項１に記載の上皮再形成用医療材料において、
　さらに、第１の面と第２の組織対向面とを具える支持層を具え、当該支持層の第２の組
織対向面が、前記湿性の組織界面層の第１の面に結合されていることを特徴とする上皮再
形成用医療材料。
【請求項８】
　請求項１に記載の上皮再形成用医療材料において、
　さらに、前記マニホルド部材と密閉部材の間に配置された吸収層を具えることを特徴と
する上皮再形成用医療材料。
【請求項９】
　請求項１に記載の上皮再形成用医療材料において、
　さらに、第１の面と第２の組織対向面とを具える支持層であって、前記第２の組織対向
面が、前記湿性の組織界面層の第１の面に近接配置されている支持層と、
　前記マニホルド部材の第１の面と、前記密閉部材の第２の組織対向面との間に配置され
た吸収層を具えることを特徴とする上皮再形成用医療材料。
【請求項１０】
　請求項１に記載の上皮再形成用医療材料において、
　前記湿性の組織界面層の第２の組織対向面が前記創傷に近接配置され、
　前記マニホルドの第２の組織対向面が、前記湿性の組織明き面相の第１の面に近接配置
され、
　前記密閉部材の第２の組織対向面が、前記マニホルド部材の第１の面に近接配置され、
　前記湿性の組織界面層の複数の孔は、中央が少なくとも１ｍｍ離れていることを特徴と
する上皮再形成用医療材料。
【請求項１１】
　創傷の上皮再形成を促進するためのシステムにおいて、当該システムが、創傷の上皮再
形成用医療材料を具え、当該創傷の上皮再形成用医療材料が、
　前記創傷に近接配置される湿性の組織界面層であって、第１の面と、第２の組織対向面
とを具え、当該湿性の組織界面層を通して複数の孔が形成されており、水分バランスを提
供する湿性の組織界面層と、
　第１の面と第２の組織対向面とを具え、減圧を分配するマニホルド部材と、
　第１の面と第２の組織対向面とを具える密閉部材とを具え、
　前記マニホルド部材が前記密閉部材と前記湿性の組織界面層との間に配置されており、
　前記マニホルド部材に流体結合された減圧源を具えることを特徴とするシステム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、　
　前記複数の孔が、水分が増加していくと、開位置から制限位置へと移行し、
　前記制限位置では、前記複数の孔は液体を通すが気体の通過を制限することを特徴とす
るシステム。
【請求項１３】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、
　前記湿性の組織界面層が、ヒドロゲル層を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１４】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、
　前記湿性の組織界面層が、浸水コロイド層を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１５】
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　請求項１１に記載のシステムにおいて、
　前記湿性の組織界面層が、ヒドロゲル浸漬発泡体層を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、
　さらに、第１の面と第２の組織対向面とを具える支持層を具え、当該支持層の第２の組
織対向面が、前記湿性の組織界面層の第１の面に近接配置されることを特徴とするシステ
ム。
【請求項１７】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、
　さらに、第１の面と第２の組織対向面とを具える支持層を具え、当該支持層の第２の組
織対向面が、前記湿性の組織界面層の第１の面に結合されていることを特徴とするシステ
ム。
【請求項１８】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、
　さらに、前記マニホルド部材と密閉部材の間に配置された吸収層を具えることを特徴と
するシステム。
【請求項１９】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、
　さらに、第１の面と第２の組織対向面とを具える支持層であって、前記第２の組織対向
面が、前記湿性の組織界面層の第１の面に近接配置されている支持層と、
　前記マニホルド部材の第１の面と、前記密閉部材の第２の組織対向面との間に配置され
た吸収層を具えることを特徴とするシステム。
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